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令和 5 年 8 月 日 

 

宮城県上工下水一体官民連携運営事業 

モニタリング結果年次報告書 

（令和 4 年度） 

 

 

宮城県企業局水道経営課  

 

実施契約書第６９条第１項に基づき実施した、宮城県上工下水一体官民連携運営事業の運営状

況に係る令和４年度のモニタリング結果は下記のとおりです。 

 

記 

１ 年間事業計画に対する実施状況 

(1) 経営に関する業務 

 概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 事業計画書及び報告書は県と協議の上適切に提出された。 

 事業運営に必要な組織体制が構築され、有資格者等も適切に配置されている。 

 収益について、季節的要因による水量増加(収入増)等によって計画時の想定よりも良好

であり、事業継続の観点で好影響が見られている。 

 セルフモニタリング実施計画書に基づき適切にセルフモニタリングが実施された。 

 適時、適正な情報の公開が行われている。 

 環境に配慮し省エネルギーに努めるとともに、臭気や騒音等に関して寄せられた苦情に

対しても適切に対応した。 

 地域貢献として、地域の高校生向け現場見学会を開催するなど地域人材の雇用に取り組

むほか、地元企業や県職員も参加する特別教育や技術教育（みずむすびアカデミー）を

実施し、地域活性化及び技術継承に取り組んでいる。 

 見学者の受け入れのほか、様々な媒体を通じた積極的な広報活動が行われており、要求

水準書に規定する事項を上回って実施されていることを確認した。 

 

(2) 維持管理に関する業務 

 令和４年１２月９日に仙南・仙塩広域水道事業において、濁度が一時的に上昇し、松島

受水点において要求水準を超過した要求水準違反レベル３に該当することから、県から

運営権者に対して改善命令を通知しており、その後適切に改善措置が講じられているこ

とを確認した。 

 上記事案以外、概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 また、運転管理上の不備が発生した際には、県と連携して適切な対応がとられているほ

か、原因調査、手順の見直し及び教育の実施等、再発防止のための取り組みがなされて
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いる。 

 保守点検において発見された施設の不具合等に対しては、運転管理に支障が生じないよ

う保全や修繕等の処置が適切に行われている。 

(3) 改築に関する業務 

 概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 維持管理業務から得られた知見及び健全度調査を踏まえ、施設の状態に応じた改築時期

の見直しを行うなど、更新投資の最適化にも継続的に取り組まれている。 

(4) 危機管理に関する業務 

 計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 計画外の技術訓練等が追加的に実施され、有事に備えた対応力強化に取り組まれている。 

   

２ 財務状況 

(1) 法人 

電気料金を始めとする物価上昇といったマイナス要因の事業環境はあったものの、季節的要

因による水量増加による増収や突発的事象の発生が無かったこと等による経費削減により計

画を上回る実績となった。 

また、法人の財務数値及び財務指標並びに個別事業の財務数値とも異常値は見られず、健全

な財務状況が保たれている。 

(2) 水道用水供給事業 

大崎広域水道事業及び仙南・仙塩広域水道事業の２事業とも、季節的要因による水量増加に

よる増収等で計画を上回る実績となった。 

(3) 工業用水道事業 

仙塩工業用水道事業及び仙台圏工業用水道事業の２事業については、計画を上回る実績とな

った。 

仙台北部工業用水道事業については、年度途中のユーザー企業の減少により、売上高が計画

を下回ったが、突発的事象の発生が無かったこと等による経費削減等により、計画どおりの実

績となった。 

(4) 流域下水道事業 

仙塩流域下水道事業、阿武隈川下流流域下水道事業、鳴瀬川流域下水道事業及び吉田川流域

下水道事業の４事業とも季節的要因による増収等で計画を上回る実績（赤字幅が縮小）となっ

た。 

(5) みずむすびサービスみやぎ(維持管理会社) 

９事業に係る維持管理委託料を収入とし、利益を計上しており、安定的に業務を実施してい

ることが伺える。 

 

３ 県のモニタリング状況 
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・ モニタリング基本計画書に基づき、運営権者の提出する報告書等各書類の内容が要求水準

を満たしているか、適切かつ確実な業務運営が行われているか書面にて確認を行うととも

に、月例報告会、半期事業報告会、年度事業報告会を開催し、直接運営権者から確認を行

った。年間を通して９件の指摘を行い、うち１件は要求水準違反レベル３に該当すること

から改善命令を通知した。 

・ 上水道の水質について、市町村の受水地点において水道法第 20 条に基づく水質検査を実

施し、受水地点における要求水準を満たしているか確認するとともに、運営権者が適正な

体制で運転管理していることを監視し、抜き打ちの水質検査を実施した。なお、全ての水

質検査において、水質基準を満足していることを確認した。 

・ 流域下水道の放流水の水質について、運営権者が適正な体制で運転管理していることを監

視し、抜き打ちの水質検査を実施した。なお、全ての水質検査において、水質基準を満足

していることを確認した。 

・ 上述のモニタリング結果について、県ホームページにおいて公表した。 

 

４ 課題認識と次期以降の見通し 

(1) 法人全体 

 概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 収支に関して、令和４年度は維持管理コスト(電力費・燃料費等)の増大があったが、季

節的要因による水量増加(収入増)等により、計画を上回った。 

 次年度以降は、維持管理コストの増大等に対する経営安定化の取組とともに工事件数増

加等を見据えた組織体制の強化が期待される。 

(2) 水道用水供給事業 

 概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 次年度以降も引き続き水質管理体制の強化・最適化に取り組み、水質の更なる安定化が

期待される。 

(3) 工業用水道事業 

 概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 次年度以降も契約水量が変動する可能性があるため、県と連絡を密に対応していくこと

が期待される。 

(4) 流域下水道事業 

 概ね計画通りに業務が実施されたことを確認した。 

 次年度以降も施設の状況に応じた改築時期の前倒しなど、更新投資の最適化が期待され

る。 

 

５ 所見 

年間を通して概ね計画通りに運営がなされ、概ね要求水準を満たしている。 

運営権者においては、令和４年度の指摘や業務経験を踏まえ、運転管理上の不備や施設の不
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具合、天候の影響等があった場合でも安定した事業運営が行えるよう、引き続き技術力や危機

対応能力の向上、関係機関との連携体制の強化とともに更なる信頼性の確保に向けた積極的な

情報発信に取り組まれたい。 

なお、県としても運営権者との連携を一層強化しながら、積極的な助言・指導を行い、安定

的な事業運営の確立に努力していく。 

６ 添付資料 

・令和４年度年間業務報告書（法人・個別事業統合版）公開版 

〔令和５年６月２９日 株式会社みずむすびマネジメントみやぎ〕 

  ・令和４年度第４四半期業務報告書（法人・個別事業統合版）公開版 

〔令和５年５月１１日 株式会社みずむすびマネジメントみやぎ〕 

 

以上  


